
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 ８年 ６月 ２５日(木)

 

 

 

近年、クマの目撃情報や人身被害などが全国的に急増し、毎日のように報道されています。山林近くのみならず、平地や住宅

街周辺でも目撃情報が相次いでいます。新潟県内でもツキノワグマの出没が増加しています（裏面上段参照）。令和６年度の県

内でのツキノワグマの出没件数は３，５２８件（全国４番目の件数）と、全国でも上位の水準となっています。正しい知識をも

ち、適切な行動が取れるように、県内のクマ出没の状況や、求められる安全行動について一緒に学んでいきましょう。 

 県内でのクマ出没の状況は？  

新潟県内で出没しているクマは、主にツキノワグマです。新潟県が策定しているクマ管理計画や注意喚起も、すべてツ

キノワグマを対象としています。ツキノワグマは、胸に白い三日月形の模様があるのが特徴で、成獣の体長は約１～２ｍ

で本州最大級の野生哺乳類です。令和８年６月に発表された県の最新調査では、県内のツキノワグマの推定生息数は、約

8,700 頭と言われています。山間部が少ない地域や離島など、一部の自治体を除いて、県内では、多くの自治体でクマ

の出没情報があります。ツキノワグマの出没情報は、各市町村から発出される情報のほかに、新潟県農林水産部鳥獣被害

対策支援センターが作成している「にいがたクマ出没マップ」（裏面下段参照）などで確認することができます。 

★新潟県の生涯学習の情報なら 
 お問い合わせ：新潟県立生涯学習推進センター TEL 025-284-6110  

 クマによる人身被害を防ぐポイント  

クマによる人身被害を防ぐためには、「出会わないための対策」と「出会ってしまったときの正しい行動」の２つの軸が

重要です。クマは本来、臆病で人間を避けようとする習性があります。まずは「ここに人間がいるぞ」と知らせること、

そして人里に引き寄せないことが鉄則です。 

 おわりに  

新潟県は「クマ出没警戒注意報」を発表するとともに、５月１９日から７月１８日までの２か月間を「クマ出没警戒強

化期間」とし、注意喚起を行っています。これからの季節、野山への立ち入りや屋外活動が増える時期です。出没情報を

確認し、地域全体で注意喚起を行うことで、人身被害の防止につながります。クマによる人身被害がこれ以上発生しない

ように、ひとりひとりが正しい知識と情報を身に付けてとともに、地域全体で適切な対策を心掛けていきましょう。 

▶ 「にいがたクマ出没マップ」はこちら 

◆クマに出会わないための主なポイント 

１．ひとりで山や林に入らない。 

２．鈴やラジオなど音を出して存在を知らせる。 

３．早朝や夕方に活動が活発になるので要注意。 

４．生ゴミや農作物を放置しない。 

５．最新の出没情報を確認する。 

６．行動の痕跡を見つけた場合にはその場を離れる。 

◆もしもクマに出会ってしまったら… 

１．近づかない。 

２．写真撮影や追跡をしない。 

３．大声を出したり、石を投げたりしない。 

４．ゆっくり後退し、安全な場所へ避難する。 

５．襲われそうになったら、うつ伏せで頭部と腹部を守る。 

６．速やかに自治体や警察へ連絡する。 

注意喚起チラシ（鳥獣被害対策支援センター作成） 

http://sozai.hon.pref.niigata.jp/1224698480065.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/attachment/496487.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県におけるツキノワグマ出没件数の推移（新潟県鳥獣被害支援センター等の数値をもとに ChatGPTを用いて作成した） 

にいがたクマ出没マップの画面（令和８年６月１２日正午時点のもの） 


